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地域 に共 きると に きる地地 共共共共共共共

住
民
を
支
え
る
医
療
と
介
護
の
連
携

　

こ
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
は
、
医
療

と
介
護
は
高
齢
者
の
住
ま
い
を
中
心
と
し

て
最
も
近
い
存
在
と
し
て
連
携
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

慈
啓
会
病
院
で
は
、
札
幌
市
在
宅
医
療

協
議
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
平
成
30

年
3
月
28
日
に
中
央
区
で
最
初
の
「
在
宅

療
養
後
方
支
援
病
院
と
近
隣
在
宅
医
と
の

懇
話
会
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
院

は
、
平
成
27
年
5
月
よ
り
、「
在
宅
療
養

後
方
支
援
病
院
」
に
登
録
し
、
地
域
の
診

療
所
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
、
か
か
り

つ
け
医
の
求
め
に
応
じ
て
当
院
が
24
時
間

い
つ
で
も
入
院
を
受
け
る
体
制
を
整
え
て

お
り
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
は
、
地
域
に
お

け
る
病
院
・
診
療
所
連
携
体
制
の
構
築
、

在
宅
医
療
を
実
施
す
る
医
師
と
後
方
支
援

病
院
と
の
関
係
強
化
を
図
る
一
環
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
の
医
療
機
関
の
皆
様
43

名
（
医
師
19
名
、
看
護
師
・
相
談
員
等
24

名
）
に
参
加
頂
き
、
当
院
の
特
徴
・
病
棟

機
能
・
最
近
の
取
り
組
み
の
紹
介
、
意
見

交
換
・
質
疑
応
答
を
行
い
、
互
い
の
役
割

の
再
確
認
や
連
携
を
進
め
る
た
め
の
課
題

の
共
有
が
で
き
、
よ
り
一
層
の
相
互
理
解

　日本は、諸外国に例を見ないスピードで少子高齢化が進行しています。国は団塊の世代が75歳以上とな

る2025年以降は、医療や介護の需要が、さらに増加することを予想しています。このため、誰もが介護が

必要な状態になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるように、

住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」を構築することを

政策の柱として進めようとしています。このシステムの推進には、高齢者だけではなく障害がある方をは

じめ、様々な課題を抱える方など、住民の誰もがその人の状況にあった支援を受けられる体制を構築して

いくことが必要です。そして、市区町村が中心となり、社会福祉法人をはじめ民間企業・ボランティア団

体が、地域住民の皆様と共に、自主的に地域作りを行うことを求めてきております。

　このような地域づくり実現にむけて、法人の運営施設が取り組んだ、旭ヶ丘地区と手稲地区の試みにつ

いてご紹介したいと思います。
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い
、
5
月
に
事
業
所
登
録
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
札
幌
市
生
活
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
、
通
称
「
ス
テ
ッ
プ
」
と
密
接
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
就
労
訓
練
の
受
け

入
れ
を
進
め
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
対
象

者
は
、「
ひ
き
こ
も
り
あ
る
い
は
ニ
ー
ト

の
状
態
に
あ
っ
た
人
、
長
期
間
失
業
状
態

が
続
い
て
い
る
人
等
」
で
す
が
、
訓
練
を

希
望
さ
れ
た
方
を
受
け
入
れ
、
就
労
の
機

会
を
提
供
し
な
が
ら
、
必
要
な
知
識
・
訓

練
等
の
指
導
を
行
い
、
最
終
的
に
は
、
支

援
な
し
に
、
一
般
就
労
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
度
の
実
績
は
、
昨
年
8
月
か
ら
今
年
3

月
ま
で
1
名
、
今
年
の
1
月
か
ら
4
月
ま

で
1
名
、
合
計
2
名
の
方
の
就
労
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

札
幌
市
稲
寿
園
で
は
、
就
労
へ
の
意
欲

を
高
め
る
た
め
に
、
訓
練
を
受
け
る
方
を

短
期
の
契
約
職
員
と
し
て
法
人
が
雇
用

し
、
給
与
を
支
給
す
る
形
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

訓
練
期
間
は
基
本
的
に
3
ヶ
月
、
週
3

日
、
3
～
4
時
間
程
度
を
本
人
の
負
担
の

な
い
よ
う
に
行
い
ま
す
。
訓
練
内
容
は
、

清
掃
・
洗
濯
・
介
護
業
務
の
3
種
類
の
軽

作
業
を
計
画
的
に
行
い
、
そ
の
後
、
本
人

の
希
望
が
あ
れ
ば
、
訓
練
レ
ベ
ル
を
上
げ

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
慈
啓
会
病
院
で
は
地
域
の

皆
様
に
も
わ
か
り
や
す
い
、
顔
の
見
え
る

連
携
・
考
え
方
の
見
え
る
連
携
、
そ
し
て

住
民
の
皆
様
の
生
活
に
も
っ
と
も
近
い
医

療
と
介
護
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
く
よ
う

に
、
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
手
稲
地
区
の
札
幌
市
稲
寿
園
に
お

け
る
札
幌
市
生
活
困
窮
者
就
労
訓
練
事
業

へ
の
参
加
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

福
祉
施
設
の
地
域
へ
の
社
会
貢
献

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
札
幌
市
稲
寿
園

で
は
、
昨
年
4
月
に
札
幌
市
の
「
生
活
困

窮
者
就
労
訓
練
事
業
」
へ
参
加
申
請
を
行

て
3
ケ
月
間
の
期
間
延
長
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
清
掃
・
洗
濯
業
務
の
訓
練
に
つ
い

て
は
、
施
設
で
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
る

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
の
協
力
を
も
ら
い
な

が
ら
、
専
門
的
な
指
導
の
下
で
実
施
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
最
初
は
緊

張
し
て
い
た
表
情
も
柔
ら
か
く
な
り
、
職

員
と
の
会
話
も
増
え
、
本
人
の
本
格
就
労

へ
の
意
欲
が
高
ま
る
な
ど
、
訓
練
自
体
に

一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
受
け
入
れ
側
の
職
員
も
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
や
、
前
向
き
に
取

組
ん
で
も
ら
う
た
め
の
誘
い
が
け
な
ど
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

訓
練
の
受
け
入
れ
を
継
続
す
る
こ
と
で
、

微
力
な
が
ら
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

以
上
、
2
地
区
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
他
に
も
地
域
住
民
の
皆
様

に
向
け
て
、
旭
ヶ
丘
地
区
の
認
知
症
カ

フ
ェ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
カ
フ
ェ
の
開
催
、

手
稲
地
区
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
介
護
保

険
ミ
ニ
体
験
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
活
動
を
実

践
し
な
が
ら
、
全
て
の
人
が
世
代
や
そ
の

背
景
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
支
え
あ
い
共
に

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
社
会
福
祉
法
人
と
し

て
住
民
の
皆
様
と
共
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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2
0
0
0
年
に
介
護
保
険
制
度
が
始

ま
っ
て
か
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
に
は
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
安

定
し
て
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
は
ご
利
用
者
の
生
活
環
境
と
そ
れ

を
支
え
る
職
員
の
資
質
が
重
要
な
要
素
と

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
当
法
人

の
職
員
の
資
質
向
上
と
ご
利
用
者
の
生
活

環
境
へ
の
取
組
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

職
員
の
資
質
向
上
の
取
組

　

当
法
人
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
職

員
の
資
質
向
上
の
取
組
と
し
て
、
必
要
と

さ
れ
る
知
識
や
能
力
、
技
術
に
つ
い
て
体

系
的
に
職
員
に
習
得
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
研
修
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
全
職
員
向
け

に
は
研
究
・
研
修
セ
ン

タ
ー
が
、
よ
り
実
践
的
な

内
容
に
関
し
て
は
各
施
設

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
図
1
参
照
）
ま
た
、
国

内
・
海
外
研
修
へ
の
派
遣

や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
目

的
に
研
修
報
告
会
の
実
施

な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
職
員
の
日
頃

の
実
践
・
研
究
発
表
の
場
と
し
て
2
年
に

1
度
、
福
祉
・
病
院
学
会
を
開
催
し
一
般

の
方
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
資
格
取
得
や
各
種
教
育
講
座
の

受
講
な
ど
に
対
し
て
も
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
新
た
な
事
業
と
し
て
施

設
で
働
き
な
が
ら
資
格
取
得
を
目
指
す
職

員
を
支
援
す
る
目
的
で
「
介
護
職
員
初
任

者
研
修
」
を
開
講
す
る
予
定
で
す
。

（
P
8
参
照
）

生
活
環
境
へ
の
取
組

　

つ
づ
い
て
ご
利
用
者
の
生
活
環
境
へ
の

取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

慈
啓
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
昨

年
度
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
化
改
修
工
事
」
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
工
事
は
従
来
型
特
養

の
多
床
室
の
居
住
環
境

を
改
善
し
、
よ
り
個
人

の
生
活
に
配
慮
す
る
目

的
で
実
施
し
た
も
の
で

す
。
入
居
頂
い
た
ま
ま

の
工
事
の
た
め
、
色
々

ご
不
便
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
空
調
設
備
・
照
明

器
具
・
便
器
の
更
新
や

落
ち
着
い
た
色
調
を
取

り
入
れ
た
こ
と
に
よ

り
、「
自
分
の
居
場
所
」
を
感
じ
ら
れ
る

快
適
な
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
慈
啓
会
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
て
毎
月
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
演
奏

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
迫
力
の
あ
る

生
演
奏
は
非
日
常
の
出
来
事
と
し
て
生
活

に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
ふ
た
つ
の
観
点
か
ら
法
人
の
取

組
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
多

様
化
す
る
地
域
や
ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
す
る
事
に
努
め
、
そ
れ

を
担
う
職
員
が
生
き
生
き
と
働
け
る
環

境
の
整
備
も
含
め
て
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成 29 年度実施の法人研修の一例

□ 全体に向けて
・ストレスチェックについて
・感染症について

□ 階層別
・新規採用者オリエンテーション
・職員管理について
・役職者の心得

□ 課題別
・認知症の方へのケアについて
・虐待予防と権利擁護の観点から

より良い

目指して
をサ ー ビ ス の 提 供

図 1
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平成 29 年度　法人決算報告

� （単位：千円）
勘　定　科　目 金　額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収入

介護保険事業収入 1,978,453
老人福祉事業収入 599,600
保育事業収入 124,374
医療事業収入 1,810,763
借入金利息補助金収入 1,262
経常経費寄附金収入 5,899
受取利息配当金収入 191
その他の収入 15,781

事業活動収入計（1） 4,536,326

支出

人件費支出 2,872,793
事業費支出 713,066
事務費支出 625,455
利用者負担軽減額 52,674
支払利息支出 25,194
その他の支出 74
流動資産評価損等による資金減少額 0

事業活動支出計（2） 4,289,259
事業活動資金収支差額（3）＝（1）－（2） 247,066

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収入
施設整備等補助金収入 45,571
設備資金借入金収入 59,300

施設整備等収入計（4） 104,871

支出

設備資金借入金元金償還支出 203,974
固定資産取得支出 125,074
ファイナンス・リース債務の返済支出 24,723

施設整備等支出計（5） 353,772
施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5） △ 248,901

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収入

長期運営資金借入金収入 200,000
長期貸付金回収収入 120
積立資産取崩収入 3,418
その他の活動による収入 9,159

その他の活動収入計（7） 212,698

支出

長期運営資金借入金元金償還金支出 73,820
長期貸付金支出 1,200
積立資産支出 5,000
法人税、住民税及び事業税支出 292

その他の活動支出計（8） 80,312
その他の活動資金収支差額（9）＝（7）－（8） 132,386

当期資金収支差額合計（10）＝（3）＋（6）＋（9） 130,551

前期末支払資金残高（11） 653,533
当期末支払資金残高（10）＋（11） 784,085

� （単位：千円）

� （単位：千円）
勘　定　科　目 金　額

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収益

介護保険事業収益 1,978,453
老人福祉事業収益 599,600
保育事業収益 124,374
医療事業収益 1,810,763
経常経費寄附金収益 5,898
その他の事業収入 291

サービス活動収益計（1） 4,519,381

費用

人件費 2,884,612
事業費 709,928
事務費 625,455
利用者負担軽減額 52,674
減価償却費 251,276
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 76,215
徴収不能額 0

サービス活動費用計（2） 4,447,731
サービス活動増減差額（3）＝（1）－（2） 71,649

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収益

借入金利息補助金収益 1,262
受取利息配当金収益 191
その他のサービス活動外収益 15,781

サービス活動外収益計（4） 17,235

費用
支払利息 25,194
その他サービス活動外費用 74

サービス活動外費用計（5） 25,268
サービス活動外増減差額（6）＝（4）－（5） △ 8,033
経常増減差額（7）＝（3）＋（6） 63,616

特
別
増
減
の
部

収益
施設整備等補助金収益 45,571
その他の特別収益 9,427

特別収益計（8） 54,998

費用

固定資産売却損・処分損 0
国庫補助金等特別積立金積立額 45,571
その他の特別損失 0

特別費用計（9） 45,571
特別増減差額（10）＝（8）－（9） 9,427

税引当期活動増減差額（11）＝（7）＋（10） 73,044
法人税、住民税及び事業税（12） 292
法人税等調整額（13） 0
当期活動増減差額（14）＝（11）－（12）－（13） 72,752

繰
越
活
動
増
減
の
部

前期繰越活動増減差額（15） 967,800
当期末繰越活動増減差額（16）＝（14）＋（15） 1,040,553

基本金取崩額（17） 0
その他の積立金取崩額（18） 3,418
その他の積立金積立額（19） 5,000
次期繰越活動増減差額

（20）＝（16）＋（17）＋（18）－（19） 1,038,971

資金収支計算書

貸借対照表

事業活動計算書

苦情受付の公表について

（自）平成 29 年 4 月 1 日　（至）平成 30 年 3 月 31 日

平成 30 年 3 月 31 日現在

（自）平成 29 年 4 月 1 日　（至）平成 30 年 3 月 31 日

資　産　の　部 負　債　の　部
勘定科目 金　　額 勘定科目 金　　額

流動資産 1,016,891 流動負債 648,539
　現金預金 348,615 　短期運営資金借入金 0
　有価証券 10,000 　事業未払金 189,413
　事業未収金 633,646 　その他未払金 2,266
　未収金 5,907 　1年以内返済予定設備資金借入金 182,655
　未収補助金 8,528 　1年以内返済予定長期運営資金借入金 71,400
　未収収益 1,694 　1年以内返済予定リース債務 20,957
　医薬品 1,684 　未払法人税等 292
　診療・療養費等材料 1,453 　未払消費税等 168
　立替金 1,645 　預り金 907
　前払金 5 　職員預り金 36,192
　前払費用 3,684 　前受収益 18
　仮払金 25 　仮受金 408
　その他の流動資産 0 　賞与引当金 143,858
固定資産 4,430,778 固定負債 1,716,735
　基本財産 3,607,699 　設備資金借入金 942,580
　　土地 154,300 　長期運営資金借入金 292,940
　　建物 3,453,399 　リース債務 43,185
　その他の固定資産 823,079 　退職給付引当金 438,030
　　土地 20,100 負債の部合計 2,365,274
　　建物 209,858 純　資　産　の　部
　　構築物 20,264 基本金 604,016
　　機械及び装置 4,149 国庫補助金等特別積立金 1,313,306
　　車輌運搬具 94 その他の積立金 126,100
　　器具及び備品 59,191 　施設整備等積立金 76,397
　　有形リース資産 63,158 　人件費積立金 21,784
　　権利 106 　その他の積立金 27,919
　　ソフトウェア 2,383 次期繰越活動増減差額 1,038,971
　　無形リース資産 673 （うち当期活動増減差額） （72,752）
　　投資有価証券 42
　　長期貸付金 4,190
　　退職給付引当資産 312,314
　　差入補償金 420
　　施設整備等積立資産 76,397
　　人件費積立資産 21,784
　　その他積立資産 27,919
　　その他の固定資産 30

純資産の部合計 3,082,395
資産の部合計 5,447,670 負債及び純資産の部合計 5,447,670

（注）決算報告の詳細については、法人ホームページ及び札幌市ホームページをご
参照ください。

平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月までにいただきました
苦情等は以下のとおりです。
○受付件数：3件（上期のみ）
○申出内容（重複あり）：職員の言動に関する苦情（3件）　
説明、情報提供について（1件）
○対応：申出内容について、速やかに状況の確認を行い
不快な思いに対する謝罪と改善に取り組んでおります。
○第三者委員会：申出内容について第三者委員会に苦
情内容及び苦情解決の経過・結果を報告し、助言等を
頂きその後の業務に反映しております。
貴重なご意見ありがとうございました。

参考事例：入居者の病院受診の付添いに伴う職員間の連携と言動
について。

意 見 等：相談員を通じて付添いをヘルパーの方にお願いしてい
たにも関わらず、看護師から家族宛に連絡がきた。職
員は一方的な物言いで家族の話を理解してもらえな
かったので、どのようになっているのか確認してほしい。

対応内容：連携が取れていなかった実態を確認し、相談員からご
家族に謝罪しました。同様の問題が起きないよう周知
徹底しました。
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私
た
ち
地
域
の
慈
啓
会
さ
ん
は
、

体
調
不
良
時
、
直
接
受
診
す
る
事
が

で
き
、
受
付
か
ら
看
護
師
・
医
師
に

至
る
ま
で
親
切
に
対
応
し
て
頂
け
る

地
域
の
安
全
安
心
な
施
設
で
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
し
て
私
ど
も
地
域
の
夏
の

大
運
動
会
や
秋
の
界
川
神
社
の
子
供

み
こ
し
等
に
ご
協
力
頂
き
「
共
生
」

地
域
活
動
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

慈
啓
会
さ
ん
は
、
母
体
で
あ
る
新

善
光
寺
が
明
治
18
年
に
藻
岩
山
の
山

道
を
切
り
開
き
、
33
体
の
観
音
像
を

安
置
し
、
そ
の
後
、
用
地
内
に
大
正

14
年
札
幌
で
は
じ
め
て
の
「
札
幌
養
老

院
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
以
来
90
有

余
年
、
札
幌
慈
啓
会
は
高
齢
者
の
総

合
施
設
に
偉
大
な
発
展
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

藻
岩
山
開
山
よ
り
1
3
0
有
余
年

の
歴
史
と
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
御

貢
献
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
地
域
の

誇
り
と
し
て
、
札
幌
慈
啓
会
総
合
施

設
の
益
々
の
充
実
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

今
か
ら
15
年
程
前
、
定
年
退
職

後
、
社
協
か
ら
お
話
を
戴
い
た
の

が
き
っ
か
け
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
で
時

間
を
持
て
余
し
て
い
ま
し
た
が
、

経
験
が
無
く
不
安
だ
っ
た
た
め
最

初
は
お
断
り
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
職
員
の
方
や
施
設

の
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
事
と
、
高

齢
者
の
お
話
相
手
な
ら
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
週
に

一
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
を

待
っ
て
い
る
利
用
者
の
方
が
い
る
と
思
う
と
休
め
な
い
で
す
。

誰
か
の
役
に
立
っ
て
い
る
事
が
う
れ
し
い
で
す
。
今
思
え
ば
何

か
に
導
か
れ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
る
ほ
ど
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
「
ま
る
こ
と
会
」
は
、
毎
週
木

曜
日
3
名
ず
つ
で
洗
濯
物
た
た
み
・
仕
分

け
・
繕
い
の
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
母
体
で
あ
る
神
道
の
黒
住
教
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
推
進
し
て
い
る
た
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
募
集
記
事
を
頼
り
に
ご
挨
拶
に
伺
っ
た

と
こ
ろ
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
の
が
ご
縁
と
な
り
、

今
年
で
20
年
と
な
り
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
し
て
あ
げ
る
の

で
は
な
い
、
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

だ
」
と
い
う
精
神
で
、
人
の
お
役

に
立
た
せ
て
頂
け
る
こ
と
を
有
難

く
嬉
し
く
感
じ
な
が
ら
、
各
自
が

積
極
的
に
当
番
表
に
名
前
を
書
き

入
れ
、
86
歳
を
筆
頭
に
皆
楽
し
く

活
動
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

南
円
山
連
合
町
内
会

デイサービス・お話し相手洗濯たたみ、夏祭り補助、清拭作成

会
長
　
伊
場
　
行
　
様

櫻井　礼子　様
まること会
代表　山辺　幸子　様

人と組織えてくれる支支

　

本
日
は
皆
様
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
ご
出
席
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

早
く
も
第
二
十
一
回
目
の
総
会
の
季
節
が
巡
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
度
も
皆
様
の
多
大
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
て
、
会
費
、
ご
寄
付
合
せ
て
五
百
九
十

万
円
と
い
う
多
額
の
ご
寄
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
総
額
は
昨
年
の
1
・
6
倍
で
、
五
十
万

円
、
三
十
万
円
、
二
十
万
円
な
ど
の
大
口
の
ご
寄
付

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
特
に
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
諸
事
ご
多
端
の
折
、
ご
厚
志
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
後
援
会
で
は
平
成
二
十
三
年

度
か
ら
、
所
得
税
法
の
改
正
に
伴
う
ご
寄
金
に
対
す

る
税
額
控
除
制
度
の
適
用
に
合
せ
ま
し
て
、
頂
戴
し

た
ご
寄
金
は
、
全
額
、
慈
啓
会
本
部
に
繰
り
入
れ
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
各
施
設
の
整
備
費
用
や
借
入
金
の

返
済
の
一
部
な
ど
慈
啓
会
福
祉
事
業
推
進
の
大
き
な

力
と
し
て
大
切
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

終
り
に
、
毎
年
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、

「
社
会
福
祉
法
人
札
幌
慈
啓
会
」
は
、
北
海
道
に
お

け
る
社
会
福
祉
事
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
ご
ざ
い
ま

す
。
助
け
合
い
の
仏
教
精
神
に
基
づ
い
た
慈
啓
会
福

祉
事
業
の
維
持
、
発
展
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
、
皆
様
の
格
段
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

後援会　会長

杉野目　浩　様

町内会

ボランティア

後援会

ボランティア
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加入のお願い
　高齢福祉の必要性が高まっている昨今、施設は地域に
貢献する責務があり、会員様のご協力、ご支援は法人の
運営で大変大きな支えとなっております。
　会員様の継続した加入の他に、一人でも多くの方の新
規ご加入をお待ちしております。

決算・予算
決算・予算 収　入（千円） 支　出（千円）

平成29年度決算

・会　費：250件
・寄附金：110件
・雑収入
　　　計

2,202
3,696
718
6,616

・法人繰入金
・事務事業費
　　　計

5,898
718
6,616

平成30年度予算
・会費・寄附金
・雑収入
　　　計

7,000
700
7,700

・法人繰入金
・事務事業費
　　　計

7,000
700
7,700

社会福祉法人　札幌慈啓会　後援会事務局
〒064-0941　札幌市中央区旭ヶ丘5丁目6番51号
TEL：011-561-8291　　FAX：011-561-8298

後援会事業の一例として、
駐車場横のバス停前にお花の
ハンギング事業もおこなっています。

後
援
会
役
員

（
任
期
29
年
度
・
30
年
度
）

会

長

杉
野
目
　
浩

副
会
長

横

山
　
　

昭

副
会
長

山

田
　
　

肇

委

員

大
室
　
ス
ミ

委

員

片
山
　
浄
教

委

員

武
田
　
圭
策

委

員

池

田
　
　

顕

委

員

植
田
　
英
隆

委

員

熊
谷
　
明
也

委

員

細
川
　
昭
一

委

員

佃
　
　

公

子

委

員

太
田
　
眞
琴

委

員

太
田
　
真
海

委

員

藤
岡
　
弘
昌

委

員

谷
本
由
紀
子

委

員

寺
井
　
孝
典

委

員

堀
内
　
和
紀

委

員

佐
々
木
琢
至

委

員

小
村
知
江
子

委

員

勝
藤
　
成
規

委

員

佐
藤
　
保
則

委

員

福
田
　
三
行

委

員

東
出
　
俊
之

委

員

深

谷
　
　

仁

委

員

加
藤
　
敏
彦

委

員

藤
田
　
晃
三

監

事

佐
藤
源
五
郎

監

事

富
樫
　
英
樹

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

相
原
　

宗
一

青

木
　
　

伸

浅
田
　

眞
吉

我
妻
　

政
敏

㈲
ア
ト
リ
エ
本
間

建
築
工
房

荒

川
　
　

博

荒
関
　

喜
春

安
齊
恵
美
子

安
中
　

静
子

五
十
嵐
　

貞

池

田
　
　

顕

池
田
修
一
郎

石
井
　

徳
洪

石
井
　

良
一

石
川
　

厚
信

石
川
　

光
保

石
谷
　

昭
治

石

月　　

彰

石
原
　

瑛
子

石
本
　

政
紀

市
川
　

京
子

一
戸
　

光
男

伊
藤
　

八
郎

伊

藤
　
　

秀

稲
上
眞
佐
枝

稲
童
丸
夕
美
子

岩
泉
ゆ
う
子

岩
木
　

雅
嗣

岩
瀬
　

絹
子

岩
瀬
　

俊
子

岩
田
　

禎
郎

上
野
　

幸
雄

江
口
　

好
彦

越
後
　

泰
直

太
田
　

一
郎

大
竹
　

春
子

太
田
　

真
海

太
田
　

眞
琴

小
川
　

健
市

荻

原
　
　

博

奥
寺
　

和
子

小
田
島
　

晟

小
田
島
清
勝

小
野
寺
和
夫

面
高
さ
ち
子

角
田
久
美
子

片
山
　

浄
教

勝
藤
　

成
規

加
藤
タ
エ
子

神
長
　

正
義

川

畑
　
　

恵

川
村
　

健
弥

菊
池
　

英
慈

菊
地
　

桂
子

岸
　
　

實

男

貴
田
　

し
ま

北
村
　

時
子

北
村
　

正
道

喜

藤
　
　

勉

紀
國
屋
豊
宏

木
村
　

和
子

木
村
　

貞
信

木
村
サ
チ
子

工
藤
美
栄
子

工
藤
　

吉
弘

久
保
　

清
子

久
保
島
ハ
ナ

倉
内
　

広
昭

黒
沢
　

煕
隆

小
網
ト
シ
エ

小
林
堅
太
郎

小
林
　

孝
三

小
林
　

敬
明

小
林
　

玉
恵

小
村
　

隆
時

小
村
知
江
子

斉
藤
　

和
子

酒
井
　

裕
載

坂
本
　

妙
子

佐
々
木
琇
子

佐
々
木
琢
至

佐
々
木
　

甫

佐
々
木
　

博

佐
治
美
和
子

（
公
社
）
札
幌
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

佐
藤
　

清
孝

佐
藤
源
五
郎

佐
藤
源
之
助

佐
藤
　

忠
義

佐
藤
　

晴
美

佐
藤
マ
サ
イ

佐
藤
　

保
則

真
田
　

祐
二

塩
入
　

信
子

柴
田
　

秀
雄

島
田
　

悦
子

島
田
　

宏
子

新
川
　

敏
巳

神
　
　

達

郎

新
保
　

和
男

杉
野
目
　

浩

鈴
木
ス
ミ
エ

鈴
木
　

勢
子

鈴
木
　

達
郎

鈴
木
　

智
雄

住
吉
　

道
子

曽
根
崎
良
昭

高
木
　

庄
治

高
木
　

秀
了

高
野
　

弘
子

高
橋
松
一
郎

高
橋
　

宗
憲

高

橋
　
　

稔

高
橋
八
重
子

高
山
　

澄
子

竹
島
武
一
郎

武
田
　

和
子

立
原
　

祥
弘

田
中
　

眞
尚

田
中
　

義
之

谷
本
由
紀
子

田
村
　

治
郎

塚
原
志
津
子

佃　　

公

子

土
田
　

藤
夫

堤
　
　

敬

紀

坪
内
　

純
伃

坪
谷
　

一
弘

寺
井
　

孝
典

寺
澤
　

栄
一

伝
法
　

公
敏

傳
法
　

公
麿

傳
法
　

常
子

傳
法
　

幸
恵

問
田
美
智
子

富
樫
　

昭
夫

富
樫
　

英
樹

富
樫
　

浩
明

戸
村
　

卓
爾

戸
谷
　

彰
男

鳥
谷
部
千
代
子

中
野
　

保
子

中
村
　

健
二

中
村
新
一
郎

中
村
　

嘉
人

中

山
　
　

茂

南
部
　

士
郎

㈲
二
月
堂
仏
具
店

西
井
　

保
之

西
田
　

英
人

西
野
　

ア
キ

二
瓶
　

靖
弘

二
部
ヱ
イ
子

仁
部
　

寛
行

能

登
　
　

仁

萩　　
　

誠

長
谷
川
悦
以

花
岡
　

和
子

花
岡
　

靖
明

花

輪
　
　

徹

原　　

一

男

原
田
　

公
夫

原
田
萬
里
子

原
田
　

玲
子

春
木
　

茂
雄

樋
爪
　

昌
之

平

井
　
　

功

平
岩
　

哉
子

平
賀
　

裕
子

平
山
　

新
一

深

谷
　
　

仁

福
士
　

慶
宣

福
田
伊
夜
子

福
田
　

三
行

藤
岡
　

弘
昌

藤
澤
　

和
子

藤
沢
美
智
子

藤
田
　

晃
三

藤
森
　

栄
子

藤
森
　

安
宣

布
施
　

哲
彦

細
川
　

昭
一

細
川
　

道
子

堀
内
　

和
紀

本
間
ミ
ツ
子

前
川
　

潤
一

前

澤
　
　

浩

又
地
　

初
子

松
井
　

靖
雄

松

浦
　
　

清

松
尾
　

省
吾

松
下
　

久
枝

松
平
　

直
樹

松
原
　

茂
美

松
宮
　

勇
市

丸
興
商
事
株
式
会
社

丸
山
　

一
立

丸
山
　

淳
士

丸
山
　

隆
嗣

三

浦　　

諭

三
浦
世
津
子

三
浦
　

利
重

宮
坂
　

守
一

宮
﨑
　

賢
司

宮
本
　

眞
理

村
上
　

一
元

村
松
　

昌
子

村

山　　

坦

森
　
　

晴

子

森
山
　

祐
次

森
脇
ミ
ネ
子

諸
橋
　

孝
也

安
田
　

泰
次

山
﨑
　

隆
俊

山
﨑
　

長
正

山
下
　

珠
恵

山
田
　

澄
子

山
田
　

惟
好

山

田
　
　

肇

山
田
　

裕
子

山
田
美
智
子

山

本　　

惇

山
本
冨
美
子

山

本　　

惇

横
山
　

末
雄

吉
岡
弥
衣
子

吉
川
　

浩
作

吉
村
　

常
子

若
木
　

祐
之

和
田
　

愛
子

渡
辺
　

栄
子

渡
辺
　

玲
子

他
　

職
員
29
名

後
援
会
会
費
等
納
入
者
ご
芳
名

　

平
成
29
年
度
に
後
援
会
員
様
の
年
会
費
、
ご
寄
付
を
合
わ
せ
て

5
8
9
万
8
8
3
7
円
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
ご
芳
志
は
、
福

祉
施
設
等
の
改
築
費
用
へ
返
済
に
充
て
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
敬
称
略
・
五
十
音
順

※�

法
人
職
員
名
は
、
記
名
を
省
略
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
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表紙題字揮毫：「共生」
長谷川白羊（はせがわはくよう）書。
昭和 4年札幌市生まれ。本名・悦以（よしつぐ）。法政大学文学部卒。
昭和 35 年山口子羊に師事。平成 2年「札幌と書」（札幌市教育委員）に於いて「札
幌の書家」百選に選ばれる。平成 6年個展開催（於　札幌大丸藤井セントラル）

表紙写真：「ともいき保育園保育士」

編 集 後 記
　夏もいよいよ最盛期を迎え、海に山に連日大勢の人たちが涼を求め出かけている。ここ旭ヶ丘にある慈啓
会施設の横を通る市道は、藻岩山山頂への登山道と繋がっており、早朝からたくさんの市民がこの急坂な道
を登って来る。今や国内では年代を問わず登山ブームが爆発的な広がりを見せている。
本格的な登山とは異なり、標高 531 mの藻岩山はハイキング感覚で登れると聞く。一度
挑戦をしてみようと考えてはいるが、なかなか重い腰は上がらない。折しも、8月 11日
は「山の日」である。たまには心地良い汗をかきながら、全身の弛んだ筋肉を酷使し、
山頂の風に吹かれて道都札幌を一望してみたいと思うこの頃である。（俊）

木洩れびの家・会議室貸し出しのご案内

慈啓会特別養護老人ホームでは地域の皆様にご利用頂け
るお部屋の貸し出しを無料で行っています。
●町内の会合場所として
●茶話会や文化活動の場所として
●食事休憩場所として　　など
ご興味のある方はお気軽にご連絡ください。

お問合せ
慈啓会特別養護老人ホーム

電話（011）561-8291
お申込・お問合せ：札幌慈啓会　研究・研修センター

電話（011）561-8291

介護職員
初任者研修
通学講座

開 講
します

介護の基礎から応用まで学べる

札幌慈啓会では、今年度介護職のス
タート資格ともいえる介護職員初任者
研修を開講します。
介護職を希望される方はもちろん、他
の業種やこれから益々増える事が予想
される家族介護まで幅広くお役立て頂けます。

詳細はホームページに記載していますのでご確認ください。

8月開講

8月20日（月）～10月24日（水）
月・水・金・土　の週4日

研 修 期 間

7月20日（金）～8月10日（金）募 集 期 間

札幌慈啓会特別養護老人ホーム
札幌市中央区旭ヶ丘5丁目6-51

研 修 会 場

55,000円（税込）
＊テキスト代含む

受 講 料

15名定 員




